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点火コイル内部の二次巻線の取り回し

が不適切なため、エンジンの熱影響によ

り当該巻線端末部に過大な応力が加わ

り断線することがある。そのため、点火

コイルの出力が不足してエンジン不調

となり、そのまま使用を続けると、断線

による放電作用で点火コイルの樹脂部

が溶損する、又は、触媒コンバータが異

常過熱して損傷するおそれがある。 

改善の内容 
全車両、当該点火コイルの製造番号を確認し、該当するものは点火コイルを対策品と交換する。

また、エンジン不調のまま使用された車両については触媒コンバータを新品と交換する。 

注：   は交換部品を示す。

基準不適合発生箇所 

 

識別：改善済車両にはエンジンルーム内のラジエータサポート左側に黄色ペイントを塗布する。

二次巻線 

触媒コンバータ

点火コイル(４箇所)

該当する製造番号は

JA～JK 

製造番号打刻位置 


